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1. 土星の衛星エンセラダスとその氷地殻  
	 土星の氷衛星エンセラダスは、直径 504km、平均密度 1.61 g cm-3である。この氷衛25 
星の密度は、彗星の物質密度（約 0.5 g cm-3程度）より大きく、小惑星サンプルリター











ジ（尾根、稜線）が見られる（図 1）。このリッジは、約 130 km に渡って並行して伸び
ており、平均的な地表面温度（約マイナス 200℃）に比べると、リッジ周辺の温度は約




2. 海水のプルームは、何を意味するか。  
	 近年、探査機カッシーニの調査により、前述のリッジ付近から噴出するプルーム（噴45 
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泉、ガイザーとも呼ばれる）が発見された。このような場所からは、約 60 W m-2もの
熱量が湧出しており、現在、Damascus と Baghdad と呼ばれるリッジ内にある噴出孔
周辺が最も活動的である。この熱エネルギー流量は、太陽から土星系が受けるエネルギ















るという推定もある 3)。2005 年には、カッシーニに搭載された質量分析計（INMS: Ion 
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